
∴

色づく葉の大半を落
とした雑木林の木々は'その幹をあらわに見せている｡そのあらわな幹を､菱田春草は一本一本の個性までも示すかのように綿密に描写する｡よく見ると'その幹の描写には〟線〟が尉いられていない｡

一万㌧木々の下に敷
き詰められた落葉はやはり正確な描写なが

く｡こうした背景のために'この絵の世界は一種､幻想的な空間の広がりを感じさせる｡
東京美術学校からの

香草の師'岡倉天心は､もとより画家ではないから細かな技術を教えることはなかったが'常に彼らに課題を与え'白分白身で考えさせていた｡その課題の一つが｢空気｣を描

ら'こちらには輪郭やくということであり'

菱田春草｢常葉｣ (右隻) -
1909年､紀本･彩色･六曲一
双J弄風､福井県立美術館蔵

葉脈に〟線″が見える｡そして'幹も落葉も画面の奥にいくに従

幻想的な空間の広がり

など七いう批判を浴びた｡そうした批判から約10年後に描かれたこの｢落葉｣では'線を用いず色を重ねても､木々の幹はその存在感をはっきりと主張している｡

そして､それらが存
在する場に漂うこの不思議な空間の広がりこそ､天心の課題に対する､春草のこの時の回答であったに違いない｡(県近代美術館企画課長　小泉淳一)

◇

｢天心の思い描いた
もの-ぼかしの彼方へ｣は2 1日まで､県近

い彩度を落とし'霧に香草は親友の横山大観く方法でこれに応えよどこか暗く濁り'不明戻美術館で開催｡問い包まれるように背景のとともに'線を用いうとした｡　　　瞭なものとなってしま合わせは同館雷029

もうろう

空白の中に消えて行ず'色彩をぼかしてい　しかし､その描写はったため､｢腰鷹派｣　(243)51110


